










































































教育用語になったと考えられる。ちょうど 1980年代末に勅任視学局（Her Majesty’s Inspectorate: 
HMI）によってコンプリヘンシブ・スクールにおけるパストラル・ケアと PSE（12）に関する調査が行



















































































































































































14世紀 15世紀 16世紀 17世紀 18世紀前半18世紀後半19世紀前半19世紀後半20世紀前半20世紀後半�現在
「人格陶冶」 ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ○
「礼拝／宗教」 ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ○
「学問」 ○ ○ △ △ △ ○ ○ ◎
「住環境」 × × × × × × × × × ◎
「食事」 × × × × × × × × × ◎
「スポーツ」 △ △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
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